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地域の支えを、挑戦する力に

　プロゴルファーを目指す自分にとって、矢
板の環境がベストだと感じ、進学をせずに

このまちでゴルフと向き合うことを決め
ました。家族や地域の支えが何よりの
エネルギー。挑戦することの怖さもあ
りますが、それに打ち勝てるようメン

タルを磨き、いつか恩返しがした
いです。今日は、みんながた

くさんのことを考えて生きて
いると感じ、自分がちっぽけ

に見えました。視野を広く
持って、いろいろなことを吸

収して自分の成長につな
げたいです。
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クロストーク

　地域と共にまちづくりを考える地域共創型シェアオフィス「スローワーク矢板」。

この場所で、二十歳を迎える皆さんと市長によるクロストークを開催しました。

矢板のこと、将来のこと、社会問題など…。二十歳の今、それぞれに思うことを

語り合いました。

気負いすぎず、変化も楽しんで

　やりたいこと・できること・求められている
ことが重なった部分をやれることが、その人に
とってのやりがいなんだと思います。二十歳の
皆さんにとって、「やりがい」は、これからどん
どん広がるし変化していくはず。やりたいこと
が変わってもいいし、目標を変えられることも
自信につなげてほしいです。二十歳の今だから

こそ感じている声は新鮮でした。
私も引き続き、情熱を持ってま
ちに向き合いたいと思います。
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それぞれの道へ、
ふるさとを胸に

　外の世界に飛び出し、たくさん
の刺激を受けている二十歳の皆さ
んの姿が印象的でした。
それでも、 幼い頃
を過ごした場所は、
か け が えの な い
ふるさと。熱量を
帯びた皆さんの
トークに、これ
からの 矢 板 市
がより一層楽し
みになりました。
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どこにいるかではなく、
どう生きるか

　高校時代は宇都宮に通い、今は東京
で大学生活を送っています。矢板から飛
び出した世界には、人脈や可能性が無
限に広がる学びや刺激があり、都会に魅
了されてきました。でも、今日みんなと
話して、地域に愛されるイベントや地元
に応援される人のカッコよさを実感。田
舎だから、都会だからではなく、周りか
らリスペクトされる人間になりたいと思
いました。

対象／平成 18年 4月 2日から平成 19年 4月 1日に生
まれた方

時間／ 10：00 ～（受付 9：15～）
場所／文化スポーツ複合施設
参加方法／参加者本人の端末（アカウント）から市公式
LINE で事前に参加登録をしてください。入場用の 2
次元コードのほか、必要な情報はLINEから通知します。

そのほか／市外の式典に参加希望の方は、参加を希望す
る市町村へお問い合わせください。

問い合わせ／　生涯学習課　☎（４３）６２１８

市公式 LINE

① ライフステージ
をタップ。

1 ③ 質問に回答し、
確 認 メ ッ セ ー
ジ を 確 認。 誤
り が な け れ ば
登録をタップ。

0287 -12 -3456

2006 年 8 月 25 日

3

② 「ライフステー
ジ - ユース世代
-」の中の「二十
歳のつどい」を
タップ。

2

加
治
佐  

梅め

の

こ

乃
子

Menoko Kajisa Takeyoshi Morishima

Mana Fujita

音楽の力で、世代をつなぐ

　地元の敬老会で歌を披露した時、
「あなたの歌を聴くために来た」と涙

を流して喜んでくれた方と触れ合い、
歌で地域を元気づける喜びと、支え
合う地域コミュニティの大切さを身
をもって実感しました。矢板の強み
は、「豊かな自然」と「若者が活躍で
きる温かいコミュニティ」。大学で学

んでいる教育や音楽の知識を生か
し、いずれ教育者という立場で地
域づくりに参加したいです。子ど

もたちに表現することや文化に
触れる楽しさを伝えながら、
世代を超えて人と人がつな

がっていく。そんな矢板
になったらいいなと思い

ます。 Aisa Saito
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二十歳
矢板の

みんなで祝う


